2026年1月21日

一般社団法人 ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会

2025年度事業報告
2025年度（会計年度：1月～12月）は、ワークショップの開催、地域学習会に加え、目的別の委員会の活動に力を注いだ。各委員会においても、規程を策定し、より委員会活動の目的を明確化した。
まず、ピアサポートの向上を目指し、ピアサポート研修委員会が独自の研修を実施。
PPI委員会においては、R&D Head Clubとの会議に参加し、PPI勉強会を計３回実施した。
PPIメンバーの創設、ヘルスケア関連団体内のPPIパネル設置は日本発である。
また、各団体がデジタルを活用して、チラシなどを簡単に作成できるための勉強会を行い、多くの方々が出席し、熱心に学習した。
2025年度は、新しい研修の実施や新しい分野へ目を向け、業界団体とのパートナーシップや治験支援企業との協働により、各ヘルスケア関連団体のリーダーの質の向上と、また企業との協働を積極的に実施することができた。
Ⅰ ．主要事業
１．ワークショップ（担当：ワークショップ準備委員会）
	月例会議を実施し、ワークショップ開催に向けた企画、準備を行った。
「第25回ヘルスケア関連団体ワークショップ」開催　
開催日：2025年10月18日（土）～19日（日）
[bookmark: _Hlk219882279]　　　会場：ファイザー株式会社 18階会議室（対面形式）基調講演のみオンライン参加可能とした
	参加者：VHO-netメンバー等：27名、R＆D Head　Club：4名、講師：1名他
計：40名参加。
	2025年は対面で実施し、基調講演のみオンライン参加を可能とした。（ハイブリッド）
テーマ：患者・市民参画で何が変わる？
　　　　　～これからの医療に求められること～

2. 地域学習会合同会議
　	2025年度地域学習会合同会議をオンラインで実施した。
　	開催日：2025年2月15日（土）
　	2024年度の活動報告、2025年度の地域ごとの活動計画の発表と地域ごとの計画修正を実施した。合同会議によって、地域学習会の運営についても理解を深めた。
	対象者：新・旧　地域世話人、運営委員（９地域）、理事・監事、事務局
３．地域学習会（９地域）　
北海道から沖縄まで8地域で地域学習会を開催。オンライン１回、対面１回で開催したが、対面はほとんどハイブリッドで行われた。
1 北海道学習会
	開催日：2025年８月６日（オンライン）、10月25日（ハイブリッド）
テーマ：「健康・医療に関する正しい情報の入手と判断について」
       「医療関係者とのコミュニケーション〜上手な聞き方・伝え方〜」
2 東北学習会
	開催日：2025年7月5日（ハイブリッド）、11月16日（オンライン）	
テーマ：「 難病・障がい者・誰でも生き生きと暮らせるために」
　　　　　　～ ヘルスケア関連団体から社会とのつながりを学ぼう ～
　　　　　　～ ヘルスケア関連団体のレベルアップを目指そう ～
3 関東学習会
	開催日：2025年６月7日（ハイブリッド）、11月1日（ハイブリッド）
　 テーマ： 「改めてVHO-netを考える」
          「改めてPPIの重要性を腹落ちする」
4 東海学習会
	活動休止
5 北陸学習会
[bookmark: _Hlk219883576]	 開催日：2025年６月15日（オンライン）、9月13日（ハイブリッド）
　　テーマ： みんなの防災常備ってどんなこと？座談会　～北陸編～
　　　　　　　　納得する治療を選択するために大事なこと・ヘルスリテラシーとは？について学ぶ
6 関西学習会
	開催日：2025年7月26日（オンライン）、11月22日（ハイブリッド）
テーマ：『合同講演会の実施に向けて合同のチェックリストの作成』
　　　　　『疾患は違えど。マッチング講演会トライアル』 
7 中・四国学習会
	開催日：2025年6月21日（オンライン）、11月8日（ハイブリット）
テーマ：「ヘルスリテラシー」
　　　　　「グリーフケア」
8 九州学習会
	開催日：2025年6月1日（オンライン）、11月30日（対面）	
	テーマ：「ヘルスリテラシーについて語り合おう」
　　　　　　　　「ヘルスリテラシーについて主体的に学ぶ」


9 沖縄学習会
	開催日：2025年7月6日（対面）、11月23日（オンライン）
テーマ：　「ヘルスリテラシーについて語り合おう」
　              「災害対策を各団体がどうしているのか課題の共有と対策を講じる」
　４．各委員会活動
　　　　　2025年度は、それぞれの委員会では、委員会規程を策定し、活動の目的や目指すところを明確にした。

①ピアサポート委員会
　　　　　ピアサポートのさらなる深みを学ぶ、ピアサポート研修会を実施
開催日：2025年9月23日（祝、火）10:30～17:30
１．ピアサポートの原点に立ち返りつつ、実践に向かう、２．コミュニケーション、
３．記録の観点から、より実践に役立つ研修会を行った。

　　　　②PPI委員会
　　　　　　PPI委員会は、月例会議を実施し、R&D Head Clubを協働するためのPPIパネル設置
に向けた準備を行った。VHO-net内に新たにPPIメンバーを創設し、理事会の承認を得て、次年度からの開始に向けた準備を十分に行った。
　　　　　・PPIパネルに関するデータベース管理_機密情報の管理手順を策定
　　　　　・PPIパネル規約策定
　　　　　・PPIメンバー、PPIパネルの定義を明確化
　　　　　・PPIオンライン勉強会を３回実施
1． PPIの概要　２．PPIの活動事例　3.PPIの意義についての勉強会の実施。
　実施日：2025年11月５日、11月19日、12月3日　各１時間
      
　　　　　③デジタル担当委員会
　　　　　2025年度は３回の勉強会を実施した。各ヘルスケア関連団体のリーダーが活用できる内容
を行い、事務局の業務を軽減したり、より良い資料を作成するための勉強会となった。
１．いまさら聞けないZoom機能学習会（2025年3月24日）、
２．公式LINE、Instagram勉強会（2025年6月30日）
３．CANVA勉強会（2025年12月15日）

５．企業との協働
　　　東京都、ファイザー、VHO-net三者協働セミナー
　　　「ヘルスリテラシーセミナー」実施
　　　　3名の患者さん登壇
　　　EPS株式会社との協働
· 治験同意説明文書のワークショップ
開催日：2025年6月27日（金）
ワークショップでは、患者さんと一緒に考えるこれからの治験～同意説明文書をもっとわかりやすく～をテーマに、事前に「同意説明文書」（サンプル）を読んで、患者目線から、治験の説明がわかりやすいか、不安を感じる点がないかを議論した。当日は、VHO-netからの参加に加え、製薬企業数社、EPSの社員が出席した。
· EPSグループ社員に対するPPI啓発勉強会にて講演
開催日：2025年9月11日（木）13:30-14:30
EPSのグループ社員向け勉強会に、VHO-netから、団体の概要の説明、具体的な活動事例、PPIに関する経験談などを講演協力した。

　　　　　R&D Head clubとの協働
· 月例会議の実施：PPIパネル設置やPPIに関する理解促進のための会議を実施
· 小児治験アドバイザリーボード会議を開催：日本における小児の治験がなかなか進まないことを受けて、その原因を探るべく２家族の方に協力いただいた。
· 2026年度実施予定の患者参画シンポジウムに向けた準備会議を実施。
· VHO-netのPPI委員会が主催した勉強会に協力いただいた。

　
Ⅱ．啓発事業
講師派遣の依頼を受け、JPAにて、講演を行った。
「患者団体の現状とこれから期待されること」
ファイザーの障がい者週間での登壇

Ⅲ．組織運営
· 団体の組織強化のために、会費徴収のみならず、少額寄付を開始し、まずはVHO-netのメンバーやワークショップに参加いただいた方々に協力を得て、寄付をいただいた。（2000円の寄付　件数： 15件）
· 専門性のある方がメンバーに入り、特にPPIを推進する上で大きな支えになった。
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